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ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
た
け
な
わ

体
に
風
を
受
け

白
銀
の
世
界
へ
飛
び
出
し
ま
し
ょ
う
。
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長
繩
牧
場
は
、
経
営
面
積
Ⅲ
卜
五
肋

に
乳
牛
几
十
頭
（
経
産
牛
Ⅲ
＋
｜
頭
『

年
間
搾
乳
量
約
一
一
門
－
を
川
荷
し
、
て

長繩 義博さん(32歳）HjF 

こ
れ
か
ら
の
経
営
戦
略
に

つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
生
産
は
伸
ば
し

た
い
が
大
き
な
経
営
の
転
換
や
、
規
模

拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。
て
ん
菜
の
作

ん
菜
凹
地
を
作
付
す
る
酪
畑
兼
業
農
家
』

平
成
二
年
十
二
月
に
父
・
弘
さ
ん
か
ら

経
営
を
移
譲
さ
れ
た
義
博
さ
ん
、
昨
年

は
経
薙
牛
、
育
成
牛
兼
用
の
給
餌
施
設

を
建
設
。
こ
の
時
初
め
て
自
分
の
名
義

で
資
金
を
借
り
入
れ
し
た
と
い
う
。

「
経
営
を
任
さ
れ
た
不
安
に
プ
ラ
ス
、

絵
餌
舎
の
借
り
入
れ
と
、
昨
年
一
年
間

纒
営
効
率
と
璽
鳳
ト
低
減
潅
冨
指
し
Ｉ

慎重に経営戦略を考えている義博さん
正司

は
不
安
と
心
配
で
無
我
夢
中

で
経
営
に
取
り
組
ん
だ
」
と

話
す
。「
し
か
し
、
今
振
り
返
っ

て
み
る
と
実
際
や
っ
て
い
る

事
は
以
前
と
変
わ
ら
な
い
よ

う
な
気
が
す
る
ん
だ
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
経
営
に
対
す
る
責

任
感
が
少
し
出
て
米
た
の
か

な
？
」
と
。
今
ま
で
父
が
や

っ
て
来
た
経
営
の
偉
大
さ
を

つ
く
づ
く
感
じ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

味
し
ぃ
牛
乳
生
産
を
、
標
に
し
て
い
る

と
い
、
７
．

趣
味
は
ス
キ
１
、
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
、

行
き
た
い
と
な
か
な
か
慎
重
で
あ
る
．

付
も
土
地
の
更
新
、
収
益
性
を
考
え
る

と
捨
て
が
た
い
も
の
が
あ
る
が
、
労
働

〃
、
土
地
面
積
の
面
か
ら
み
る
と
今
が

限
界
の
よ
う
に
思
う
一
》

今
は
一
定
の
経
営
規
模
を
定
め
、
そ

の
中
で
現
状
の
施
設
を
効
率
よ
く
利
用

し
、
コ
ス
ト
低
減
を
計
り
、
所
得
を
向

上
さ
せ
、
自
己
資
金
の
確
保
を
計
っ
て

万～

い
と
の
事
。
今
年
は
ス
コ
ア
ー
’
７
７

を
切
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
は
り
き
っ

て
い
る
義
博
さ
ん
で
す
。

バ
イ
ク
、
ボ
ー
リ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
と
な

か
な
か
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
多
い
。

特
に
ゴ
ル
フ
は
始
め
て
間
も
な
い
よ

’ 
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ツ

ク
状
態に

陥
い
る

烈
な
地
震
が
釧
路
地
方
を
中
心
に
襲
い

吹
雪
も
な
く
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
家
族

は
釧
路
沖
一
Ｃ
七
Ｍ
、
釧
路
震
度
人
（
烈

だ
ん
ら
ん
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
た

か
か
っ
た
⑫

穏
や
か
に
明
け
た
平
成
五
年
、
大
雪
、

月
十
Ⅱ
日
午
後
八
時
☆
一
分
、
突
然
強

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
八
、
震
源
杣

容鐸、

鰯
川
藤
難
い

釧
路
沖
地
震
に
よ
る

被
災
納
税
者
の
救
済
措
置

一
月
十
五
日
の
釧
路
沖
地
震
で
被

災
さ
れ
た
皆
様
方
に
、
心
か
吟
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

国
税
の
申
告
・
申
請
・
納
付
な
ど
の

期
限
の
延
長

平
成
五
年
一
月
十
五
日
の
釧
路
沖

地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
災
害
の
や
ん
だ
日
か

ら
原
則
と
し
て
一
カ
月
以
内
（
彼
書

程
度
が
著
し
い
な
ど
や
む
を
得
な
い

理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

二
カ
月
以
内
）
に
所
轄
税
務
署
長
へ

個
別
に
申
請
さ
れ
ま
す
と
、
国
税
の

叩
告
・
巾
請
・
納
付
な
ど
の
期
限
に

つ
い
て
、
そ
の
被
害
の
程
度
に
応
じ

て
災
害
の
や
ん
だ
日
か
ら
二
カ
月
以

内
の
延
長
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

国
税
の
軽
減
・
免
除
・
納
税
の
猶
予
な
ど

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
次
の

よ
う
な
申
請
を
個
別
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
国
税
の
軽
減
・
免
除
・
納

税
の
猶
予
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
、
ま
た

夢



震
」
根
室
震
腱
Ⅲ
（
中
震
）
と
発
表
さ

れ
た
。

地
震
の
瞬
間
、
激
し
い
振
動
に
住
宅

は
き
し
み
、
家
具
類
は
倒
れ
、
食
器
は

割
れ
床
に
散
乱
す
る
。
身
動
き
が
と
れ

牛
舎
、
住
宅
に
被
害

ず
一
瞬
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
っ
た
。

釧
路
管
内
で
は
「
人
の
死
者
や
家
屋

の
全
壊
、
道
路
陥
没
な
ど
大
変
な
被
害

と
な
っ
て
い
る
。

根
室
管
内
で
は
、
震
度
円
の
中
震
と

釧
路
管
内
に
比
べ
被
害
は
少
な
か
「
た

も
の
の
、
当
農
協
組
合
員
被
害
調
査
て

が＝里

は
、
バ
ン
ガ
ー
の

屋
根
が
全
壊
し
た

り
住
宅
、
牛
舎
の

壁
が
一
部
は
が
れ

落
ち
た
所
や
、
牛

が
暴
走
し
流
麓
、

ま
た
、
礎
水
器
の

配
管
か
折
れ
る
な

ど
三
１
数
件
の
被

害
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
轡

幸
い
に
も
農
協
で
は
店
舗
な
ど
で
酒

類
や
化
粧
品
の
一
部
が
割
れ
た
縄
度
で

事
務
所
を
始
め
と
す
る
各
部
門
で
は
、

業
務
に
支
障
を
き
た
す
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

被
害
を
受
け
ら
れ
た
組
合
員
皆
様
に

は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鵜鐸一

霧 〆宙

住宅の集合逼突が割れた
牛舎処預窒の天井モルタル部がはがれ嵩

あ
る
い
は
一
郭

一
の
方
法
と

い
ず
れ
か
有
利

と
が
で
き
ま
す

所
得
金
額
が
六
百
万
円
以
下
の
方
は
、

災
害
減
免
法
の
規
定
に
よ
り
所
得
金

額
に
応
じ
て
、
所
得
税
が
全
額
免
除

あ
る
い
は
一
部
軽
減
さ
れ
ま
す
。

そ
の
超
え
た
額
が
課
税
対
象
か

除
さ
れ
ま
す
。

二
、
住
宅
や
家
財
の
半
分
以
上

害
を
受
け
、
し
か
も
平
成
五
年

は
還
付
の
申
請

住
宅
・
家
財
の
半
分
以
上
に
被
害

を
受
け
、
か
つ
、
平
成
五
年
分
の
所

得
額
の
見
積
額
が
六
百
万
円
以
下
の

方
は
、
災
害
減
免
法
の
規
定
に
よ
り

源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ｏ
納
税
の
猶
予
の
申
請

財
産
に
被
害
を
受
け
た
た
め
税
金

を
一
時
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
は
、
一
年
以
内
（
事
情
に
よ
っ

て
は
更
に
一
年
）
の
範
囲
で
納
税
の

猶
子
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
所
得
税
の
軽
減
・
免
除
（
平
成
五

年
分
の
確
定
申
告
で
行
な
う
こ
と
が

で
き
ま
す
）

『
住
宅
、
家
財
な
ど
の
損
害
額
が

所
得
金
額
の
十
分
の
一
を
超
え
た
方
、

ま
た
は
、
災
害
関
連
支
出
が
五
万
円

を
超
え
た
方
は
、
雑
損
控
除
と
し
て
、

こ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

● 

な
方
を
選
択
す
る
房

分
の に

損

ら
樺

夕



効
率
的
で
収
益
性
の
高
い
生
産
の
達

成
や
、
高
泌
乳
牛
飼
養
の
必
要
性
が
高

ま
る
と
同
時
に
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
普
及
、
流

通
網
の
発
達
に
よ
り
数
多
く
の
単
味
飼

料
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
単
味
飼
料
を
有
効
に
利
用
す

る
た
め
に
、
単
味
飼
料
の
特
性
を
理
解

す
る
と
同
時
に
、
自
家
の
給
与
戦
略
の

構
築
も
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

ｏ
メ
リ
ッ
ト
を
引
き
出
す
た
め
に

単
味
飼
料
の
利
用
を
自
家
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
も
の
に
し
て
行
く
た

め
に
、
ま
ず
自
己
縫
営
の
中
の
給
与
戦

単
味
飼
料
の
利
用

北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所
一

区

Ｆ
■
Ⅱ
■
 乳牛
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顔 科

略
や
乳
牛
管
理
の
方
向
性
を
考
え
る
鏡

が
必
要
で
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、
隣
家

が
あ
る
単
味
飼
料
を
使
っ
て
良
い
結
果

が
出
た
と
し
て
も
、
自
家
で
は
良
い
結

果
か
得
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
（
こ

れ
で
は
メ
リ
ッ
ト
は
全
く
な
い
）
飼
料

給
７
を
有
効
な
も
の
に
す
る
た
め
、
図

一
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
お
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

①
単
味
飼
料
の
分
類

単
味
飼
料
は
人
ま
か
に
図
｜
の
よ
う

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

●
非
構
造
性
脆
水
化
物
飼
料
（
Ｎ
Ｔ
Ｃ

含
量
五
０
％
以
止
）

●
デ
ン
プ
ン
質
飼
料
［
デ
ン
プ
ン
含
攝

図－２成分特性による単味飼料の分類

非榊juLi性炭水化物
油脂飼料、グ

デンフ､,･質飼料
二 、、

｜
ノ

’一Ｗ【３

ン
宅
宅
｜

｜
ホ
ィ

コ
７

〆

』メイズえん麦
マイロニイ麦

小麦上犬
コメ

ミ

米ヌオ

毎嗜字、

ミカンパルマ

へ毒

、' ' 

デンプン軸デンプン軸 〆〆〆 、

三
Ｃ
％
以
肚
）

●
繊
維
質
飼
料
（
Ｎ
Ｄ
Ｆ
含
量
一
一
・
五
％

以
上
）

●
油
脂
飼
料
（
脂
肪
含
量
．
○
％
以
上
）

●
蛋
白
質
飼
料
（
有
効
性
蛋
白
質
含
量

「
○
％
以
化
）

①
単
味
飼
料
の
特
性

表
一
は
、
比
較
的
利
用
頻
度
の
多
い

単
味
飼
料
の
特
性
を
示
し
た
も
の
で
す
．

噸
味
飼
料
は
、
乳
牛
に
必
要
な
養
分

を
完
全
に
補
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
前
記
し
た
こ
と
を
醤
え
た
上
、

、
家
の
飼
料
給
与
に
組
み
入
れ
る
こ
と

で
そ
の
効
果
を
生
か
す
二
と
が
出
来
ま
す
’

ネーヵニラ

犬可

）辨繼』

一’

正,H1粕
綿実
ビール柏

〆足

リンゴ糖

ﾋﾞｰﾄパルプＬ
ルーサン乾常
大豆皮
スイートコーン殻ざ
とうもろ呈し４１}･イレーゾ

牧準侍イレーシ

ノ［ 

コーングルテンマィード

人豆粕
ルーザーミーノＬ

ナタネＩＴＩ

アマニ粕

ノブイツンユミール
ヱ

し

繊維質飼辮 タンパク質飼料

" 



表１種々の飼料特性・給与上の注意･給与ガイドライン１－')，－ｿｬﾊﾞｰより】

准綜鉾

｣;蝋鰐鵜蝋鳶聯灘繍鱗鯛鱗懸
'１１は乾蝋前の魚粉のnJ箔成分の厳や｣7司搾前の魚粉の鮮度にＭ;紳菩』Lろ．
＊給与上の注意

,,|驚辮鱗撚鯏;rl9Wi鰯}'WIMi熊LijViWij鰯鰯
よって進うため脂肪念趣を確認する‘

*給与ガイドライン

］Ｈ１蝋当た,)n7lUunﾄﾞ里1厘

＊特性

全紘締突lゴタシバク質、肥肪、‐’２シイ､二承ルギーfrlltが,称L1-1r,”iの飼料IニニオLだ【ﾅの栄謹を念`しでいる飼鵬l偲他にない‘
リント(綿花の良識靴'が付精してＬ,為全位綿礎は開したtiI二円い､＃>ふわしているｌ【坑二ほう子ズイーンーlｲﾋ呼{＆』しる。’ル
トを取り脆い左綿突はデ'し･テンlごシーｌｆ上ⅡｻﾞぱjL、児た１１吐娯(なめらか竃-ソァズ１－－－ｒよりわり繩かIニタンロｗ'贋と脂
肪は高い傾向にある１全枕綿ﾂﾐをllJ乳''１に給与すゐと乳勝率が商<なり秘ｻﾞL”待識I化が1,11品する
幸給与ガイドライン

エヒ'１頭当にI)１．８－３－１k貝に制限十局.．

軍。
凸･IZ1

ﾘミ

短旦足

＊特性

人豆粕は全校ﾉ（豆から油から11(ＩｌｌＬた残尊物である。処''1ﾌﾞﾌ法は藩燃JIlllIfとエキズペラー処理がある,熱き加えエキスベラー
処理したタンパク質は群媒抽lllよりルーメンの分解焼Iit低い;，

バイパス率は｣011熱しないﾀﾝﾊﾟｸZrｍﾊﾞｲﾊﾟｽ率が｣4%に対し'20､】30,14OLと加繍処理するzペイベス率｢よ汁で59.71,82％
と向上する。

八

訂

杯

＊特性

啼好性が良く、細く粋砕した')'二E搾した方が効果的マある‐しかし完ｲrに枠砕して［票７と枌末状鰹により噌好性lま良（なし!。
トウモロコシや大変よ'】タンペフ質がiVH（、ニネルギーは）『7箔ロフンと１mじくらいである．
＊給与ガイドライン

穀瀬に50％以l弓瀧合してはいけない（雄ｋ33％までj迫ｌＵ１頬当たり5.5k円以上給与Ｌ－ぞ【きいIナない。

小

蓋

入

鼎

奎
昼

ピ

〆Ｎ■

IＬ 

１１［ 

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（
コ
ー
ン
｝

ピ
ー
ト
パ
几
プ

／ 

iYI 
PBm 

粉

魚粉のタンパク鷺はひ:ﾆようIニパイパス率が,断い゜そ")バイパスタンパクはATI質的'二:}ひ1二.ｋうに良い＝なぜなら止須アミノ
醗、リジン、メヲーデi＝･ンがYH富(こ含まれでいる。二のためアルフ･下ル．７．FやzrI刈I)の牧草サイレージ喧の組み合わせが良く、
ﾙｰﾉﾝ:和の分解１４:ﾀﾝﾊﾟｸが高くなる傾向力《ある｡しか:ﾆﾊﾟｲﾊﾟｽ樂歓rlz｣2｣で60％であるが-44-.76%とばらつく。二のFH
b.;は乾蝿前の魚粉の両j溶成分の益やlIi司搾前の魚粉の鮮度i二形押耆iLろ。
＊給与上の注意

食欲繊退を防止す為ために徐々;=給勺す･る｡タンパク質の饗:Ikjitが多い泌乳IiIJj靴二給与するとかなIj鋤釆があるたぬ、乾乳後
鱒Iかjう徐々(二:給予しは!=ぬる」

,KL粉hflIi二頭当たり岐大AOOgの魚iIh（脂肪Ｊを供給で違る。給与杜が診、ロヒ乳脂率が低i;す．る＆鎧の肥防含載「よ供給i膜;青
よって違うため脂肪含迅を確認する。

＊給与ガイドライン

]」！と蝋当た!)0.7Ｗ塁[座

ｿミ

不可守雁Ｅ

全紘締突はタンパク質、肥肪、‐とンイ､二承ノレギ･ｆｒｌｌﾄが,師ﾛｰﾕﾄﾞ,”(の飼料;ニオLだ{ずの栄謹を含んでいる飼料1j他《二jiiFL]･
リント<綿花の良識鞭)が付靖Ｌてし･為傘減綿翼｢まhした!！【＝iくふ’>ふｊｈＬ雷（,る゜ｌ【#【こ催･フアズｒ＿＿シ､＿:《と,ＩＦば』とる。リン
トを収I)旅も､た綿突にデリンテッ!ごシ､-1ＦｋｉｉＦばjL、見たrIHk蝶<ないちか寺ヅァズペ．、シー】<上,)ﾖﾌ.１期か,ニタンパク漬と脂
肪!ま商い傾向にある１全粒綿ﾂﾐを泌乳'１J;色給JJ-すゐと乳脂率が薇〈なり秘ｻﾞL”持識･If1iが,ｉＩｊＬする。
幸給与ガイドライン

Ｌ［に菰当にＩ)1.8--3．ﾕkgにlliil限－１rる。

’八一廷粕
＊特憧

ﾉ〈豆粕は全粒人豆から油から１１{Ij:}した残尋物である。処'１１ﾌﾞﾌ法は溶燃JIlll:?とニキ天ペラーー処理がある。熱をIJI:えエキスベラーー
処理したタンパク質は椿媒抽i1Lよりルーメンの分解性iir低iﾛ:，

バイパス率は｣011熱しな;､タンパクZrのバイパス率が』4％'二:対:〆:20Ｊ30,140℃と加繍処理するとバイパス率｢よ外々59,7ﾕ、８２％
と鹿上ず-る。

小

麦

I弓特性

啼好性が良く、粗く沸砕:'たＩｌｌ月搾した方が効果ilUでああ。しかし完ｲﾋﾞに枠砕してしまうと粉末状態<二:より略好fLi式良くむ▽!．
Ｌウ･悪ロコシや大変よ'】タンパク質がi1H〈、二.ネルギ.．;よ｝Tラモ:ココシュ21m二くらいである二
*給与ガイドライン

穀顛【二50％以:'二鵜合してはＩ､:十をいくjMごｋ33％童寺）･え』１頭当たりii5kIJ1L総与Ｌ･でIきい'十泊-もＬ

｜且

零垳霊1生

秘ｆｌ/}皇に封し、ニピ：Ｉ蚊当たり』.仏･2.31燗あるいぼ、殺痢'二20％梶度混合!_て給与して､:る。二jLよ!〉惨く給与-すると~F樹１－
やすぐ、ル〆ンバランスがくず#L､\し脂樂が低iざ‐'｢る画もし飼料､.]{二砿業が入ってIMLぱ、緒･与・する前に熱処EHﾎﾞｰる必要|患な
い。熱処理した./<豆壷給与した方が７１醇UTiが，いとも＄う研究がⅡル:>か:ニホっても､る｡ルーメンの分解性を低くｉ゛る亀のＩＦ148℃
～176℃の熱処理をすべきである篁ざ.れよ')温度が,緋、とタンパク賛〃>利用側弓が低-[､.．;･る．

’八》’
＊将性

卜｢うそ(ココシの･にネルギーの95％でセンイは,齢１．ノ<変の成分値'よ、供給鯨や』と青ｵﾉﾋ況；民よ-.て恋化Ｌや｡;･ぃ。たとえば(】P
億７－二3％まで変化1-る

*給与上の注意

\し二'二の利|Ⅱ効率をli藍人;=－１.るた鉤粉砕する③多泣に給与上‐ても噛好性力嗅ぐ．給与:二．問題魁左卜!”

』』□Ⅱ

＊特性

ビ・・ル砿造の副産物である。：|冒穣度`)タンパク質飼料で．エネルギ･‐【ｨf粉砕トウモロコシの75％に↓11当弓iiる。乾燥書-せたご‐
ル粕のタンパク質{よルー，メンiAlでは比綻的ゆ勺<１)と分解きｊしる②ひ増よ》に扱いづらく、ｉ量ﾆﾛ>っ;黒く、穀蔵ほど嗜好ﾄﾞ'二は
良く本L]。

＊給与ガイドライン

乾騨ビール粕は籍類iﾆｨ14合する場介．Ｚ5％以〕三混合して{士（Ｌｌｊ･な､３，泌乳｣|弓(二催ユ：：１噸当たI)４kgまで給与!_て1J良;､＆’1苞
:ご－ル杣は16--18kg以上給与もてはい:ナな、､。

’脱，ウモ画７ｘコーン）
掌特性

エネルギーが,iW〈、タンパク髄．センイ、ミネラ準が低い“I】#好fiHが典〈、.:.をエネルギ･イluと!_て穀蝋iこ「l:L介営HLていあ。
エネルギ・値はlllLI2処理」し７法で変わる。粉砕ばひ髻削I此ｋＩノニネルギーlllIは高LⅢ。全粒はひきＩＨＩ!)よI)ニネル芽一位催{氏<、
消化ざｵL-fに髄中i二排泄尊』!_るｌ１ｉｌ応Iがある。，IﾘｶﾞＩｊジントウモロ.弓シ：コーン】：`砺常の;･ウモピ』。シと比較:_、リジン．卜:ノ
プトフデン．Ｃ:｡が高い｡，ｆＩｉＩ,ジントカ證禧コシ{よオペイク２と:,呼ば｣[-ごL､る゜
ワキシーコー‐ンでの粉はイニ｢フーーゴーンのデンプン'二比較し、アミでユースと７ミロコベクチンの制令が興妬-:,てＬ１るロ尿素塗へ
－スドニした飼料･を撰取して、しる場合．デンプン源としてlユイェロ．‐？．、ンの1Jが効果:IgI:二尿謹が利jf]弓;･Z

ピートパルプ
I眉特性

ご・トパルブは、枠lif状態やベレヅ１．:|Rで給与できる‐ご･‐i･パルプのエネルギ・は．とうもろニーワ〕ａ5％でタンパク質も砦
;と,斑↓1.識誰は15-20％の範断で硝化率蒔孵附に,､iい･繊維ｸﾞ)消化率がI部『と411詞１Ｆ１･の給与tliu合が低い場合．牙L脂率の低‐､を
|uj止一ｳｰる釘ｌ聯好性が良く、搾芋L''二で１１；１頭｣】たり３kgまで給与で崖る゜
ル･‐ノン内でかきばるので、袷与{11が多いと乾物慨取lilの低!､.が１ｺﾞﾆ凌
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道
束
の
中
標
津
と
い
う
地
に
初
め

て
米
た
の
は
、
昭
和
五
十
六
年
の
一

月
で
し
た
。
Ｊ
Ｒ
鶴
岡
駅
（
山
形
県
）

か
ら
秋
田
駅
へ
。
さ
ら
に
秋
田
空
港

か
ら
千
歳
空
港
へ
。
運
悪
く
千
歳
か

ら
釧
路
へ
の
飛
行
機
が
欠
航
。
仕
方

な
く
六
時
間
も
特
急
列
車
に
揺
ら
れ

て
、
釧
路
駅
に
着
い
た
の
は
夜
の
八

時
ご
ろ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ

か
ら
ま
た
単
に
乗
り
継
ぎ
、
今
わ
が

家
と
な
っ
た
夫
の
家
に
た
ど
り
着
い

た
の
は
、
夜
中
の
こ
と
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
車
中
、
「
も
う
す
ぐ
だ
か
ら

…
」
と
い
う
の
に
、
民
家
の
明
か
り
が

全
然
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
「
変
だ
な
あ
、

この山溶
越えたら

保科妙ノ

民

ｉ'刃 ろ
が
０

１
シ
、
Ⅲ

そ
れ
か
ら
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う

間
に
結
婚
し
、
十
二
年
に
な
り
ま
し
た
。

ご
存
知
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

こ
こ
中
標
津
は
酪
農
地
帯
で
す
か
ら
、

群
部
は
農
家
が
点
在
し
て
い
る
の
で
す
。

私
の
実
家
は
と
い
え
ば
、
大
声
を
出

せ
ば
向
こ
う
三
軒
両
隣
、
全
部
つ
つ
抜

け
と
い
う
住
宅
事
情
の
中
で
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
こ
の
地
に
来

て
、
隣
の
家
に
行
く
の
も
車
、
車
で
び

っ
く
り
す
る
や
ら
、
何
だ
か
も
っ
た
い

な
い
よ
う
な
気
が
し
た
も
の
て
す
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
牛
の
難
産
の
た
め

隣
家
に
人
手
を
借
り
に
行
こ
う
と
、
私

は
い
つ
も
の
癖
で
走
っ
て
行
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
、
み
ん
な
に
笑
わ
れ
「
あ

つ
そ
う
か
、
単
で
行
っ
た
ほ
う
か
早
か

だ
ん
だ
ん
山
奥
に
走
っ
て
い
る
み
た
い
」

と
、
九
一
ｕ
の
り
物
に
揺
魁
わ
れ
て
疲
れ

て
い
る
は
ず
な
の
に
、
頭
だ
け
は
妙
に

冴
え
、
何
と
も
い
え
な
い
不
安
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

卍塑烏

ｉｔ､、

､職､
L 

３ 

し、
賑Ｐ「

■q 
L] を

楽
し
む
余
桁
か
出
て
き
た
の
は
．
や

っ
と
最
近
の
こ
と
で
す
が
…
。

思
え
ば
、
出
産
、
育
児
、
家
事
、
農
業
の

事
な
ど
何
も
知
ら
ず
、
ま
し
て
乳
牛
を

見
る
の
も
、
触
る
の
も
初
め
て
だ
っ
た

私
が
、
今
こ
う
し
て
搾
乳
を
こ
な
す
銅

が
で
き
る
の
も
、
周
り
の
み
な
さ
ん
の

お
陰
と
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

若
く
て
無
知
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
が
む

一
し
や
ら
に
頑
張
っ
た
自
分
も
ほ
め
て
あ

げ
た
い
。

今
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
と
て

も
厳
し
い
も
の
で
、
と
か
く
悪
い
方
仁

ば
か
り
目
を
向
け
が
ち
に
な
り
ま
す
。

た
め
息
ば
か
り
つ
い
て
い
て
は
、
こ
れ

か
ら
の
農
業
に
希
龍
や
夢
が
持
て
な
く

な
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
わ
ず
か
な
光

っ
た
か
な
」
。
生
活
環
境
か
ら
、
何
も
か

も
す
べ
て
と
一
一
一
一
口
っ
て
い
い
ほ
ど
違
う
搬

界
か
ら
入
っ
た
農
家
で
す
が
、
十
年
経

ち
、
ま
ん
ざ
ら
農
業
も
悪
く
な
い
か
な
．

と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生
活

ﾛ■Ｌ已潤一G門二■屯Ⅲ,可丙玲■勺

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
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を
目
指
し
て
、
わ
が
家
の
経
営
も
暗

中
模
索
の
状
態
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
働
く
ば
か
り
で
は

楽
し
く
な
い
の
で
、
余
暇
を
楽
し
む
』

ゆ
と
り
を
持
っ
た
生
活
を
送
り
た
い

も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
妓
低
二
つ
の
趣

味
を
持
ち
た
い
な
あ
と
考
え
て
い
ま

す
．
そ
の
一
つ
は
、
農
業
外
の
人
達
と

交
流
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

つ
い
て
視
野
を
底
め
る
二
と
の
で
き

る
も
の
を
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、

夫
婦
二
人
の
共
通
の
趣
味
を
”

杵
し
い
今
の
川
を
何
と
か
登
り
切

れ
ば
、
あ
と
は
楽
な
下
り
が
あ
る
も

の
と
信
じ
、
し
っ
か
り
と
大
地
を
踏

み
し
め
こ
の
地
に
根
ざ
し
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。

一一啓
一

０
ｍ
 

、
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１
日
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侭皀Ｌ

帰
り
ま
し
た
：
も
ち
ろ
ん
マ
マ
が
い
一
汗

什
便
運
岻
免
許
証
取
符
の
た
め
母
国
に

侭弓h、

て
も
、
毎
朝
肛
時
に
は
起
床
し
、
牛

に
草
を
や
っ
た
り
、
ミ
ル
ク
を
ち
ゃ
ん

と
あ
た
た
め
仔
牛
に
与
え
た
り
と
「
悪

い
と
こ
ろ
も
あ
る
け
ど
、
い
い
と
こ
ろ

も
あ
る
の
よ
れ
」
と
子
供
の
成
長
ぶ
り

を
ロ
リ
ー
タ
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
話
し

ま
す
。
四
月
か
ら
保
育
所
に
通
う
み
ず

き
ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
、
も
う
す
ぐ
二
歳
に

な
る
真
奈
美
ち
ゃ
ん
。
二
人
で
仲
よ
く

ケ
ン
カ
し
な
が
ら
今
日
も
尤
気
一
杯
外

で
遊
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

〃



営農計画は､その年の組合員､農協事業の基本害です。

LlL位:.T-|工

収 入

＝ ４年実積 過不足４年計画 ５年計画

牛 \’ 6,182,316 6,488.347 306,031 5,989,548 

補給金 642,474 -64,534 577,94Ｃ 599,531 

小計 241,497 6,589,07： 6,824,79Ｃ 7,066,287 

乳用牛 450,423 135,36］ 698,757 585,784 

肉用牛 264,797 6ｑ８８Ｃ 371.52］ 203,917 二子魚

その他畜産物 18,079 11304 5,997 5,997 １７．３０１ 

個体販売計 867,882 1,088,357 660,337 207,545 

家畜共済余 183,635 426,314 189,527 -236.787 

農業雑収入 89.536 271,374 114.035 -157,33ｅ 

畜産物計 8,182,81Ｅ 8,237,731 54,916 7,950,607 

馬鈴薯 549.234 557,174 516,724 －３２，５１Ｃ 

てん菜 184,162 177,838 l6L393 -16,445 

その他農産物 -3,295 2２，４１４ 21,672 18,377 

農産収入計 696,494 -52,250 748.744 763.75Ｃ 

農業収入計 2.666 8,714,357 8,931,559 8,934,22Ｅ 

農外収入 92,626 46.658 47,026 -45,968 

必一、

資金Ⅷ借入 5，４１１ ０ －５，４１１ 2,370 

資金受入 291,421 183.963 -107,458 217,020 

その他 9 ０ Ｃ ６ 

９，]64,846 

計△
■
 9.321,017 -156,17］ 8,980,773 

、１総収入合計
4年計画'8,980,773箒iツ

、総支}１１ 収支･過不足
ＴｌＩＩ 

ｌ７,003 
千lＩｌ

Ｉ５３７２ 

平成４年平成５年
下Ⅲ

8,963,770 
,1］ 

9,149,474 

90.304［ 83,4961 乳冨
TLF 

5年計画'9.164.846 ２１７２h［ 2532h□ てん菜

;:|極了
:｢iii〔－１雨

81.4h口79-1h口
、農業収入

ＦＩＩ」

４年計画8,714,357
沖１

５年計画8,934,225
千円

４年実積8,931,559

農業経営費
fVi 

5,642,472 
千円

5,763,333 
F111 

5,888,857 

農業所得l1jlT得率
ｈ｢」

i殿原 803.4hロテ円

3.071.885 
７月GＥ35.3％ 

3,851頭3.572頭筍呂
乳用牛３５５姥3.170892 

3,042,702千ｍ 5,940頭5,598頭34.1％ 肉用/卜

プ〃

収入

４年計画 ４年実積 ５年計画 過不足

生乳 5,989,548 6,182,3ﾖ６ (j,488,347 306,031 

補給金 599,53二 642,474 577,940 -－６４ 534 

：計 6,589,079 6,824,790 7,066,287 24上 497 

乳用牛 698,7ｉｊ７ 450,423 585,784 135 36ユ

肉Ｉｉｊ牛 371,521 203,917 264,797 6０ 880 

その他畜産物 18,079 5,997 17,30二 1１ 304 

個体販売斎 1,088,357 660,337 867,882 207 545 

家畜共済余 二83,635 426,314 189,527 -２３６ 787 

農業雑収入 89,536 271,374 二14,035 ・157,339

畜産物冒:. 7,950,607 8,182,815 8,237,73二 54,916 

馬鈴薯 557,ﾕ7４ 549,234 5ﾕ6,724 -32,510 

てん菜 ﾕ84,162 177,838 161,393 ‐16,445 

その他農産物 22,4二４ 21,672 18,377 -3,295 

農産収入計 763,750 748.744 696,494 -52,250 

農業収入計 ８，７上4,357 8,931,559 8,934,225 2,666 

農外収入 47,026 92,626 46,658 ‐-45,968 

資金Ⅷ借入 2,370 5,411 -‐5,411 

資金受入 217,02(） 29上,421 183,963 …107,458 

その他

合計 8,980,773 9,321,017 9,.64,846 -156,二7］

、 総収入合嶽

４年計画
.｢411」

8.980.773 

5年計画
Ｆ１ｴ1 

9,ﾕ64,846 

平成４年 平成５年

乳量 83,496 90,304 

てん菜 2５３２ 
"〔

217.2 
ｈ（ 

鱒純子 79.ﾕhＣ 8ﾕ.４ 
ｈ［ 

:|澱原 803.4 
AC 

756.5 

、〔

乳!Ⅱ牛 3.572 
壷

3,85二
扉

肉f､/卜 5,598正 51940 
頭

農業ljif得 ljlT得率

3,071,885 
千lq

35-3～ 

千円

3,二70,892 35.5’ 

3,042,702 
手,IIl

34.1房iｃ

、 農業収入

４年計画 ８，７ｺ,4,357 
ＷＩ 

5年計画 8,934L225 
ｒ--. 

４年案積
乎円

8093ﾕﾛ559 



'堂／ 農／平成５年

支 出

４年計１ｍ ４年実積 ５年計山 過不足

労 賃 88.818 87,38］ 88,574 1.193 

Ⅱ|、 科 668,349 651.515 652.173 61618 

生産資材 379,724 4０４５７４ 385,014 -19,56Ｃ 

水道光熱 334.939 350,45Ｅ 342220 －８，２３５ 

飼 科 Ｌ875.699 2.037.558 1,943.985 -93,573 ～弘

養畜費 285074 292,372 298,806 6,434 

素畜菅 80225 81.92Ｃ 56.110 -25,81〔

農業共済 282.033 277.988 344875 66,887 

賃料料金 524,739 536,030 549,344 1３，３１４ 

)修理費 269,115 307.541 273,553 

租税請負枢 365,777 358.156 362,759 

支払利息 346.642 349.994 340,474 

その他経営費 141,343 153.373 125,446 

農業支出計 5,642,472 5,888.857 5,763.333 

家計賀 1,387,363 Ｌ525.754 L46Ll92 -64,561 

経営費＋家計費 7,029,835 7,414,61］ 7.224.526 -190.085 

資金返済 791,441 868,169 772.924 -95,245 

貯金共済 864,205 パー､己921.753 900,93］ -20.822 

農業機械 100,592 202,252 95.916 -106.336 

その他 177,697 275J9１ 155,]7７ -120,014 
△口
戸

１
 

一
一
二
口 8,963,770 9.681.976 9,149,474 -532,502 

帝Ｂ２~fL且'総所有地 改良lll1rjll］ 永年草地畑地 山林･原野･その,他

16.243.81ｈｑ 9.132.07A｡ 3.168.30hｑ ４年 1,278.10mｃ 2,665.34凪。

15,849.32hロ 9.046.12hｑ 2,902.01hｑ ５年 Ｌ３５４５０ｈｐ 2,546.69九｡

曇~i:LＨ 乳牛総頭数 １２ケ月以下１３ケJ]～24ケ月２５ケ月以上

23.577頭 4,819頭 5,225頭5,225頭４年 13,533頭13,533頭

23,939頭 4.439頭 5,450頭５年 14,050噸

ダダ

安｝|｛

－－－､－－－－－＄､～､~L- ４年計［山ｉ ４仁Ｉゴ実績 ５年計ｕＵｊ 過不足

労賃 88,813 87,381 88,574 1,193 

肥料 ()68,349 65Ｌ５１５ 652,173 658 

生産資材 379,724 404,574 385,(〕1４ …19,560 

水道光熱 334,939 350,455 342,220 ８，２３５ 

飼料 ﾕ,875,699 2,037,558 1,943,985 ‐93,573 

養畜費 285,074 292,372 298,806 6,434 

素畜費 80.225 8二,920 56,ユ１０ -25,810 

農業芙済 282,033 277.988 344,875 66,887 

賃料料金 524,739 536,030 549,344 13,314 

修理賛 269,11iｊ 307,541 273,553 ・33,988

Iil二税諸負扣 365,777 358,156 362,759 4,603 

支払利息 346,642 349,994 340,474 -9,520 

その他経営費 141,343 ﾕ53,373 125,446 -27,927 

農業支出巖 5,642,472 5,888,857 5,763,333 ・・125,524

家計賛 1,387,363 1,525,754 1,461,ユ9３ -64,56ユ

経営費十家計費 7,029,835 7,4ﾕ４，６１１ 7,224,526 -.190,085 

資金返済 791,441 868,169 772,924 -95.245 

貯金共済 864,2()５ 92ﾕ,753 900,931 -20,822 

農業機械 l0q592 202,252 95,916 -.106,336 

その他 177,697 275,ﾕ9１ ﾕ55,]7７ -120,014 

合計 8,963,770 9,681,976 9,149,474 -532,502 

希Ｂ２~fL目
４年

総所有地

16,243.81 
、。

改良！;Ｙ地

9.ﾕ32.07 
ｌｌｄ 

永年草地

3,168.30 
ﾊﾋ］ 

畑地

1,278.ﾕＣ 
ｎ口

１１１杯･原野･その他

2,665.34 
ｌＺＱ 

５年 15,849.32 
h□ 

9,046.ﾕ２ 
Aｕ 

2,902.01 
nm 

Ｌ35450 
ﾊロ

2,546.69 
hｃ 

乳牛総頭数 １２ケノ」以下 :3ケノj～24ケ月 ２５ケ几以一【2

４皇Ｅ
■■U 23,577 

頭
4,819 

頭
5,225 

頭
1３，５３３ 

頭

５ＦＥ 23,939 
頭

4,439 
頭

5,450 
頭

14050 
頭



謬伊、

'6寮、

北
海
道
立
農
業
人
学
校
主
催
に
よ

る
慶
村
社
会
、
生
活
講
座
が
一
Ⅱ
二

１
円
町
役
場
会
議
室
を
会
場
に
開
催

さ
れ
、
酪
農
家
や
升
関
係
機
関
約
七

卜
人
が
参
加
し
「
緑
あ
ふ
れ
る
農
村

景
観
を
ど
う
活
か
す
か
」
を
テ
ー
マ

に
、
講
演
や
デ
イ
ス
カ
リ
シ
ョ
ン
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
十
勝
梼
内
で
公
悶
設

計
な
ど
を
手
が
け
て
い
る
高
野
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
株
式
会
社

の
岡
野
文
彰
代
表
が
．
地
域
作
り
活

農
村
社
会
、
生
活
講
座
開
催

こ
れ
か
ら
の

農
村
景
観
と
は

Ｉ 

グ２



■￣ 

ズ
ノレ

毎年恒例婦人部新年会が、ホテル秀月にて盛大

に開催されました。毎年マンネリ化しつつある新

年会の内容を充実させようと、今年は午前中はボ

ーリング大会、午後からは新年会という日程で行
なわれました．

新年の
幕開け

婦人部新年会

ワ
ー
を
押
さ
え
、
拓
農
の
佐
藤
美
代
了

さ
ん
が
ダ
ン
ト
ッ
優
勝
．
新
年
会
は
場
所

を
ホ
テ
ル
秀
月
に
移
し
、
横
川
部
長
の
開

会
挨
拶
の
あ
と
、
面
面
水
参
事
、
諜
及

所
・
雨
野
所
長
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
青

年
部
・
金
子
部
長
の
音
頭
で
乾
杯
を
し

会
食
に
入
り
ま
し
た
。
余
興
で
は
、
日

頃
か
ら
祷
占
に
励
ん
で
い
る
大
正
琴
と

プ
ロ
帷
み
の
カ
ラ
オ
ケ
が
披
露
さ
れ
、

琴
の
音
色
、
美
声
に
皆
う
っ
と
り
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
も
全
員
で

の
風
船
割
り
ゲ
ー
ム
な
ど
会
場
は
大
賑

わ
い
．
午
前
中
の
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
新

年
会
の
ゲ
ー
ム
に
皆
ハ
ッ
ス
ル
し
、
と

に
か
く
楽
し
い
一
ｕ
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
で
は
碧
妻
パ

liiiﾖiiij1iii壇騨欝llfi:i:iJ二挑戦

性
化
に
は
、
「
ｔ
地
、
地
域
の
歴
史
、
生

活
、
文
化
を
原
虫
か
ら
見
直
し
、
他

に
あ
る
も
の
の
コ
ピ
ー
で
は
な
く
、

そ
こ
に
あ
る
も
の
を
利
用
し
自
分
た

ち
の
手
で
作
っ
て
行
く
菰
が
人
切
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
道
立
中
央
農
業
試
験
場
・

太
旧
ア
ィ
ト
、
正
任
技
術
員
が
コ
ー
デ

ィ
ネ
ィ
ク
Ｉ
に
、
卜
勝
西
部
地
区
普

及
所
・
榎
本
氏
、
離
演
を
行
な
っ
た

高
野
氏
、
帯
広
巾
建
築
家
士
Ⅱ
野
氏
、

酪
農
家
・
長
兀
路
氏
を
パ
ネ
ラ
ー
に

デ
イ
ス
カ
ソ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
鍵
繩
の
違
う
中
で
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
農
村
景
観
の
あ
り
方

に
つ
い
て
話
き
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
参
加
者
全
員
に
よ
り
グ

ル
ー
プ
討
議
が
行
な
わ
れ
、
自
然
環

境
に
対
す
る
農
村
景
観
と
の
州
関
性
、

現
状
で
の
問
題
点
な
ど
の
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

ズタ



平
成
四
年
度
十
二
月
末
に
お
け
る
財

務
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し

．
ま
、
す
。

●
貸
付
金

前
年
同
期
よ
り
五
千
万
円
の
増
加
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
主
な
も
の
は
受

託
資
金
の
農
業
改
良
資
金
、
総
合
施
設

資
金
な
ど
で
す
。
そ
の
他
は
約
定
償
還

が
す
す
む
中
で
、
残
筒
は
減
少
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

●
ク
ミ
カ
ン

貸
越
残
に
つ
い
て
、
前
年
同
期
よ
り

一
億
百
万
円
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、

生
産
の
伸
び
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

●
貯
金

前
年
同
期
よ
り
二
億
八
百
万
円
の
伸

び
で
、
昨
年
よ
り
は
好
転
し
て
お
り
ま

す
か
、
予
測
よ
り
は
伸
び
率
が
低
く
、

家
畜
個
体
価
格
の
低
迷
が
依
然
と
し
て

Ｐ 、農
協

Ｆ
ｕ
 

￣ 

ン大
き
く
影
響
し
て
い
る
も
め
と
恩
わ
れ

ま
、
す
。

●
自
己
資
本

出
資
金
、
法
定
準
備
金
、
特
別
積
立

金
で
、
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
て
お
り
、
前

年
同
期
よ
り
七
千
九
百
万
円
の
増
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

●
販
売
事
業

本
年
は
馬
鈴
し
よ
、
ビ
ー
ト
と
も
前

年
に
比
し
て
不
作
と
な
り
、
ビ
ー
ト
で

は
前
年
に
対
し
て
約
三
千
四
百
万
円
の

減
少
、
し
か
し
澱
粉
で
は
共
計
精
算
が

一
年
遅
れ
と
な
る
た
め
、
約
几
千
二
百

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
．

畜
産
物
で
は
、
家
畜
の
個
体
価
格
が

低
迷
し
て
い
る
た
め
、
取
扱
い
頭
数
は

増
加
し
て
い
る
も
の
の
取
扱
い
高
は

肥
育
牛
を
除
く
と
減
少
し
て
い
ま
す
。

生
乳
販
売
高
に
つ
い
て
は
、
前
年
比
一

一
○
パ
１
セ
ン
ト
で
補
給
企
を
含
め
Ⅱ

務
状
況

ご」

復■由

、

ノ

億
三
百
万
円
の
増
・
販
売
品
全
体
で
は

六
億
九
千
百
万
円
の
取
扱
い
高
増
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

●
購
買
事
業

営
農
資
材
、
生
活
店
舗
を
併
せ
て
取

扱
い
高
は
、
約
一
億
二
千
二
百
万
円
の

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

営
農
資
材
で
は
飼
料
、
燃
料
、
農
機

具
、
そ
の
他
資
材
で
取
扱
い
高
が
増
加

し
て
お
り
、
生
活
店
舗
に
つ
い
て
も
前

八
・
●一

句

Ｕ 
盈一､ｈ

〃

年
よ
り
さ
ら
に
》
千
四
百
万
円
伸
ば
し

て
お
り
ま
す
。

不
透
明
な
中
で
激
変
す
る
厳
し
い
情

勢
ｒ
で
す
が
、
業
務
全
般
に
わ
た
っ
て

役
職
貝
力
を
合
せ
頑
張
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
組
合
員
皆
様
方
の
な
お
一
層
の

ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

● 

■ 

｣ 
１ 

グヂ



事業 概況 各年度１２月末現在'単位百万円．

固定管庫
90億＝＿貸付金(組勘､受託資金含む）８億一

〈皿ｕ》
（
パ
リ

7,8958,0168.066 
73§ 

＄可「
7［ ６ ７ 

fin 

iIl 
５ 

受託資金を除く貸付金

3,4383.6063.537 

碗

ト
ン （
『
■

４ 
510 

露

』
－
－
－
１
１

80億 貯金(組勘含む】
， ３ ４ Ｅ

ｕ
 

7月
７ ,216 

1＝ 

1－ 

８０臓一 借入 金(受託資金含む）￣ 

鐸剤

4Ｆ 7ｍ 6,963 
7（ 

ミミRIJご』6Ｅ 

■
■
。

、

:÷ 
5（ 

’ 
4［ 巴 ４ 

受託資金を除く借入金
3［ 

2.506 

》』｛』’ 己資本
14億

'３ 

１２ 

１１ 

１０ 

1-363 

ZＣ 

命鯏／
'２ｹﾞ 

ゴ

Ｐ 

［
亘
」 ４ 

販売品取扱い高(補給全含む】
75億一

(4～12月）7.18Ｇ

７ 7０ 

6［ ６ 瞼額界
、 ， ３ ４ 

､「

46値

4４ 

４２ 

４０ 

３８ 

３６ 

３４ 

日日 Ｚ刃

内、牛乳 5,297 購買品取扱い高
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１
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ペ
リ

4［ 

締Ⅱ／

／喉

〔
〆

ロ
」

４ 

組勘貸越残
7侭.

内、生活店舗

■
５
 〃

■臼

‐一馬、529
▲１０１－ﾆﾆﾏ 

ｍ
ｄ
Ｌ
 

詞
６ ■

Ⅱ
５
■
 

■
〃
１
１
 

： １ 

桝臘爽 ２ ２ 円３ ４ ４ 

プ:ク



乳
肉
複
合
経
営
の
育
成
と
地
域
一
貫

生
産
体
制
の
構
築
を
目
的
に
、
昭
和
況

十
五
年
度
肉
用
牛
集
約
生
産
蕊
地
育
成

事
業
に
よ
り
肉
牛
生
産
施
設
（
肉
牛
生

産
セ
ン
タ
ー
）
を
殻
極
し
て
、
酪
農
家

事)i合肥育牛舎 菱ろ

にM 
b 

lll 

地
域
畜
産
活
性
化
総
合
対
策
事
業

Ｌ 

几

￣~ 

｡ 

￣ 

『鷺

－１楜辨州 零篝

一
で
可
能
と
な
り
、
急
拠
理
事
会
に
回

り
申
請
い
た
し
ま
し
た
．

十
一
月
上
旬
に
は
許
認
可
さ
れ
、
十

一
月
Ｉ
八
日
工
事
が
始
め
ら
れ
、
平
成

四
年
度
の
工
事
は
一
一
一
月
三
十
日
引
き
渡

西亭、

；
０
５
１
Ｆ
 

11月３，曰圏エ墓の要全を祈願u獣入れ式カヱ行なわれま△じた

の
経
営
安
定
に
努
め

て
き
ま
し
た
が
、
現

存
の
施
設
で
は
頭
数

が
六
百
頭
前
後
に
限

ら
れ
る
こ
と
、
出
荷

体
重
が
七
百
一
－
～

七
百
四
十
囎
と
大
き

く
な
り
、
肥
育
期
間

が
長
く
な
っ
た
。
交

雑
種
（
黒
毛
和
種
Ⅱ

Ｆ
１
、
二
１
六
、
七

カ
月
出
荷
）
の
対
応

な
ど
で
新
築
に
向
け

「
、
一
一
年
前
か
ら
検

討
し
、
模
索
巾
の
と

こ
ろ
、
平
成
四
年
九

Ⅱ
、
地
域
畜
産
活
性

化
総
合
対
策
事
業
で

平
成
囚
、
Ⅱ
年
の
ニ

カ
平
で
肥
育
牛
舎
新

築
が
補
助
率
二
分
の

平
成
五
年
度
中
標
湘
町
農
協
馬
鈴
し

ょ
振
興
対
策
協
議
会
、
第
十
六
回
定
期

総
会
が
一
Ⅱ
二
十
七
ｕ
、
農
協
大
会
議

室
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

上
原
会
長
の
挨
拶
の
後
、
児
玉
組
合

長
の
祝
辞
を
頂
き
、
議
長
に
俵
橋
・
佐

々
木
昭
雄
氏
を
選
洲
し
、
提
出
議
案
の

全
件
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
な
わ
れ
た
役
員
改
選
で

は
、
各
集
間
か
ら
選
考
委
員
を
選
出
、

慎
重
な
討
議
の
結
果
、
満
場
一
致
で
次

の
役
員
が
選
出
き
れ
ま
し
た
。

全
長
上
原
徳
保
（
再
任
）

副
会
長
正
城
純
一
（
再
任
）

副
会
長
安
達
武
（
新
任
廩
一

鑑
事
大
内
利
Ⅲ
（
再
任
〉

監
事
真
鴫
柾
義
（
再
任
）

化
瓜
会
長
再
任
挨
拶
の
中
で
、
会
員

か
ら
要
望
が
あ
り
ま
す
地
力
増
進
に
係

る
緑
肥
対
策
及
び
そ
う
か
病
対
策
に
効

果
の
あ
る
え
ん
麦
・
ヘ
ィ
オ
ー
ッ
の
作
付
、

種
馬
鈴
し
ょ
新
品
種
の
導
入
、
健
全
塊

茎
の
生
産
、
加
工
生
食
用
の
栽
培
技
術
の

第
旧
回
定
期
総
会

盛
会
の
う
ち
に
終
え
ろ

忽怠

回
化
．
ま
た
、
若
い
会
員
の
意
見
を
繁
栄

さ
せ
、
畑
作
農
家
を
取
り
巻
く
厳
し
い

状
況
下
を
会
員
緬
互
の
力
を
結
集
し
、

前
向
き
に
行
動
し
て
参
り
た
い
と
力
強

い
言
葉
の
挨
拶
で
閉
会
致
し
ま
し
た
。

馬鈴しょ
振興対策
’協議会

グ1ケ！



し
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
乳
肉
複
合
経

営
の
育
成
と
地
域
一
賞
生
産
体
制
の
構

築
と
、
最
近
畑
作
専
業
農
家
の
乳
川
雄

仔
牛
哺
育
育
成
部
門
導
入
に
よ
る
経
営

安
定
化
、
牛
肉
輸
入
自
由
化
に
対
し
て

優
位
に
差
別
化
さ
れ
て
い
る
黒
毛
和
種

の
生
産
に
取
り
組
も
う
と
す
る
酪
農
家

が
、
意
欲
的
に
繁
殖
基
礎
雌
牛
の
導
入

を
行
な
い
、
素
牛
の
安
定
的
出
荷
先
と

高
品
質
の
牛
肉
生
産
が
重
要
な
こ
と
か

ら
新
た
に
肥
育
牛
舎
を
設
置
し
、
肥
育

結
果
に
基
づ
い
て
育
成
技
術
の
普
及
体

制
を
推
進
し
、
畑
作
農
家
の
経
営
安
定

と
良
質
な
素
牛
生
産
、
黒
毛
和
種
牛
の

産
地
と
し
て
の
地
位
の
確
立
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
平
成
四
年
度

肥
育
舎
一
←
、
’
’
’
’
一
八
㎡

電
気
設
備
、
給
水
設
備
、
敷
地
整
備

カ
ー
フ
ハ
ッ
チ
「
十
基

ス
ー
パ
ー
ハ
ッ
チ
十
二
基

ミ
キ
サ
ー
フ
イ
ダ
ー
ミ
ロ

ラ
ン
ド
ベ
ー
ル
チ
ョ
ッ
パ
ー
一
合

事
業
費
一
億
二
千
百
万
円

●
平
成
五
年
度

肥
育
舎
二
、
｜
｜
「
八
脈

電
気
設
備
、
給
水
設
備
、
牛
誘
通
路

ホ
ィ
ル
ロ
ー
ダ
ー
、
計
量
施
設

事
業
費
》
憶
互
百
十
万
、

各
年
の
補
助
率
二
一
分
の
一

Ｒら

冬場の厳しい寒さの中､エ事は着々と進んでいます(１月25日撮影１

Ｅ 

生
産
体
制
の
増
強
と
工
場
の
合
理
化

を
図
る
た
め
、
増
設
工
事
が
行
な
わ
れ

昨
年
暮
れ
に
完
成
し
ま
し
た
。
増
設
工

葱
か
と
く
つ
ワ
ー
ズ
㈱

工
場
増
設
の
工
事
完
成

ピコ5

事
の
主
な
も
の
は
、
ス
パ
イ
ラ
ル
フ
リ

ー
ザ
｛
連
続
冷
凍
機
）
の
導
入
で
、
二

の
機
械
の
導
入
に
よ
り
コ
ロ
ッ
ケ
の
生

産
が
従
米
の
約
倍
以
上
〔
口
瀧
約
八
〃

佃
）
の
化
産
が
可
能
に
な
り
、
製
品
も

冷
凍
の
む
ら
が
な
く
な
り
、
良
質
の
も

の
が
生
産
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
機
械
化
に
よ
り
、
人
手
も
余
り
か

か
ら
な
く
な
り
コ
ス
ト
面
で
も
収
支
の

改
善
が
凶
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
景
気
の
不
況
に
よ
り
、
最

近
は
食
品
業
界
も
大
変
厳
し
い
情
勢
に

あ
り
需
要
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、

取
引
先
と
接
触
を
重
ね
鋭
意
努
力
を
し

て
お
り
ま
す
。

農
協
も
、
な
か
し
く
つ
フ
ー
ズ
㈱
に

つ
い
て
は
、
資
金
対
策
、
人
員
面
な
ど

で
も
支
援
措
置
を
講
じ
な
が
ら
．
澱
粉

原
料
馬
鈴
し
ょ
の
用
途
転
換
に
よ
る
付

加
価
値
を
高
め
、
畑
作
農
家
の
振
興
が

図
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
組
合
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ﾌﾟア



根
室
管
内
の
止
乳
生
産
は
下
方
に
杭

什
修
正
さ
れ
つ
つ
各
農
協
は
取
組
み
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
年
間
、
標
数
量
六

卜
Ⅱ
万
一
千
一
百
六
十
六
ト
ン
に
対
し
、

五
十
』
へ
万
五
行
四
十
七
ト
ン
、
前
年
対
比

一
○
七
・
七
％
の
高
い
伸
び
率
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
中
標
津
町
農
協
に
お
い

宅
も
八
万
六
千
六
百
七
－
｜
ト
ン
の
、

標
数
量
に
対
し
、
｜
月
末
現
代
七
万
四

生乳生産目標数量に向け
一層の努力を

【１月末現在前年対比109.5％の高い伸び】

千
六
ト
ニ
ト
ン
、
前
年
対
比
一
○
九
・

五
％
の
高
い
伸
び
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

四
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
二
カ
月
あ
ま

り
と
な
り
、
酪
農
情
勢
の
厳
し
い
お
り

て
は
あ
り
ま
す
が
、
当
農
協
と
し
先
に

示
し
た
文
書
の
通
り
超
過
、
未
達
の
数

量
を
確
認
の
上
、
こ
の
日
標
数
量
を
厳

守
さ
れ
、
各
生
産
者
の
な
お
一
層
の
ご

努
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

正一、

平成４年度１月生乳受託実績表

上旬’1１旬下句
乳董前年比乳量｜前年比’乳量前年比

年間目標数量農協名

５
９
３
７
１
２
３
６
Ｃ
“
 

７
４
１
７
２
４
２
５
８
 

８
５
１
３
４
２
７
３
 

０
４
２
９
０
１
０
１
０
 

３
８
６
３
０
９
５
５
８
 

７
８
３
４
５
６
４
２
５
 

０
０
０
０
０
０
０
０
６
 

９
９
２
８
８
９
７
６
，
 

０
０
０
０
０
０
０
０
１
 

１
１
１
１
１
１
１
１
１
 

Ｆ
隅
ｕ
向
く
】
勺
Ｉ
Ｌ
ｎ
Ⅸ
Ｕ
【
旧
ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
ｌ
ハ
宅
Ｆ
『
し
石
１
１

〈
ｍ
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ｆ
【
Ｊ
ｎ
Ｊ
Ｉ
ｎ
ｘ
〕
１
Ｌ
Ｒ
Ｕ
，
Ⅲ
五
（
ｘ
山

１
１
１
０
（
、
Ｕ
〔
ｎ
Ｖ
〔
Ⅲ
〕
１
１
〔
Ⅱ
〕
（
ｎ
Ｕ
ｎ
Ⅱ

Ｉ
Ｌ
５
０
８
１
Ｌ
『
Ｉ
上
屯
１
１
『
Ｉ
Ｌ
ａ
Ｉ
Ｌ
・
’
１
１
１

ｎ
ｈ
Ｕ
【
Ⅱ
Ｕ
Ｐ
ｈ
Ｕ
ｎ
『
Ｕ
可
Ｉ
ム
『
Ｉ
上
（
し
］
〔
Ｌ
〕
１
列
Ⅶ

可
１
（
と
『
ｌ
ｑ
Ｕ
ｎ
凸
か
、
ハ
ｂ
ハ
ロ
Ｅ
い

、
凸
Ｒ
）
く
り
ｎ
Ｖ
句
ｌ
ｎ
０
か
０
，
０
７

万
１
【
ｄ
ｑ
Ｕ
ｎ
△
、
凸
ｏ
Ｏ
４
４
ｎ
凸

、
Ｕ
β
４
口
）
ｎ
Ｄ
１
Ｌ
Ｃ
Ｊ
ｎ
し
Ｃ
ｕ
が
１

０
Ｊ
（
、
ｎ
ｏ
戸
、
万
Ｉ
ｎ
Ｕ
ｎ
ｑ
Ｔ
１
ｎ
ｕ

１
１
『
ｌ
序
ｌ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｄ
ｎ
△
ｎ
Ｕ
ｌ
，
０
０
㎡

Ｏ
０
０
０
０
Ｃ
Ｃ
０
ｆ
 

９
０
３
８
８
９
６
５
０
 

０
１
０
０
０
０
０
０
１
 

１
１
１
１
１
１
１
１
１
 

７
３
６
８
２
４
０
２
８
 

１
２
２
２
１
４
２
１
 

736,650.0 

362,472.0 
021,461.0 
218,156.0 
267,163.0 
925,6,.0 
484,260.0 
230,137.0 
76.820.0 

１
２
１
２
１
３
２
－
 

０
０
０
０
０
０
０
０
０
 

０
０
０
０
０
０
０
０
０
 

０
０
０
０
０
０
０
０
０
 

Ｊ
１
９
Ｐ
ｕ
９
９
１
凸

髄
舶
布
師
伽
哩
別
卿
３

１
 

ｌ
１
６
Ｃ
９
Ｃ
〕
Ｅ
）
１
０

５
７
２
４
３
Ｆ
、
８
９
０

４
６
５
９
２
６
５
８
３
 

Ｏ
０
０
０
０
０
Ｃ
Ｃ
０
 

１
２
２
２
１
３
２
１
 

標津町

中標津町
計根別
西春別
上春別
別海
中春別
;隈圭
羅臼町．

怠＝、

合計651,266,000.0］7,322,730.0108.317,173,087.0107.918,749,887.0107.7

月計累計
乳景｜前年比乳鶯lliil圷比

残最

９
９
８
８
８
７
５
５
７
 

０
０
０
０
０
０
０
０
０
 

１
１
１
１
１
１
１
１
１
 

、
〃
色
Ｆ
ｎ
Ｕ
【
出
Ｕ
宍
陪
］
□
１
１
『
Ｉ
Ｌ
ｌ
刎
削
、
←
し
川
凹

9,035,540 
12,608,602 
]0,280,959 
11,691,561 
6,818,857 
20,125,744 
12,531,210 
７，l8a642 

437.57Ｃ 

Ｏ
８
１
９
３
６
Ｃ
８
ｆ
 

６
９
４
３
４
５
９
５
３
 

４
３
０
４
１
２
７
３
４
 

０
０
０
０
０
０
Ｃ
Ｃ
Ｆ
 

Ｑ
Ｊ
０
Ｊ
ｎ
Ｄ
（
ｘ
ｕ
〔
Ｘ
」
Ｃ
ｕ
が
Ｃ
Ｅ
）
Ｆ
１

（
Ⅱ
ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
－
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ｉ
ｌ
 

１
Ｌ
１
Ｉ
１
Ｌ
１
Ｉ
１
Ｌ
１
Ｌ
１
Ｌ
１
Ｌ
１
－
 

ｎ
ｕ
Ｖ
（
Ｈ
Ｕ
庁
Ｊ
－
．
１
Ｌ
ハ
ペ
Ｊ
ｎ
ｘ
Ｕ
Ｆ
「
Ｕ
Ｆ
ｎ
Ｕ
【
店
』

５７，４]５ 
７４，０６２ 
65,245 
76248 
40,420 
124,533 
79,057 
40,702 
2.862 

Ｆ
ｎ
Ｕ
『
０
０
【
ｈ
」
Ｐ
院
し
、
く
し
の
〃
｜
〔
Ｊ
０
（
凶
Ｌ

Ｔ
Ｉ
上

333,570 
265,120 
096,561 
798,661 
961,334 
054,511 
673,740 
819,907 
242.300 

０
０
０
０
０
０
０
０
６
 

53245.704.0108.0560,547゛3]5.0107.7190,718,685

グrＦ

農協名 年間i]標数量
ｌｚ 句

乳量 前年上ｈ

bⅡ■■ 

I5 

乳量

旬

前年比

下イＵ

乳量 前年比

標津ＩＩｒ
中標津町
計根別
画春別
止春別
別海
にi【春ガリ
;隈壷
訂町

66,451,000.0 
86,671,000.0 
75,526$000.0 
87,940,000.0 
47,239,000.0 

二44,61j9,000.0
９ﾕ,589,000.0 
47,891,000.0 
3,300,000.0 

1,736,65C'､0 
21362,472.0 
2,021,46Ｌ0 
2,218,156.0 
],267,163.0 
3,925,61］､0 
2,484,260.o 
z,230,ﾕ37.0 

76,820.0 

1二0.6

110.0 

105.6 
ﾕ07.3 
二08.1
1ﾕ1.1 

105.9 
二04.9
ﾕ08」

1,721T190,0 
2V352,764.0 
1,961,738.0 
2,203,066.0 
二,272,67Ｌ0
3,886,209.0 
2,466,030.0 
1,233,519.0 

75,900.0 

二09.7
110.3 
103.6 
108.8 
108.2 
109.4 
二06.0
二05.2
1二0.8

1,875,730.0 
2,5491884.0 
2,エ3】362.0
2,377,439.(》
二,421,500.0
4,242,691.0 
2,723,450.0 
1,356,25二.０

89,580.0 

109.5 
109.3 
二02.1

ﾕ08.0 
二08.6
二09.1
107.4 
106.3 

112.1 

合計 65二.266,000.0 ｡7.322,730.0 ﾕ08.3 ：7,173.087.0 107.9 18,,749,887.0 二07.7

贋，,．

乳景 liiT年比 乳､量 ｌｉｆｊ年比
残鼠

5,333,570.0 
7,265,120.0 
6,096,56ＬＯ 
6,798,661.0 
3,961,334.0 
12,054,51二.(）
7,673,740.0 
3,819,907書0

242,300.0 

109.9 
109.8 

ﾕ03.7 
:08.1 
108.3 

109.8 
106.5 

105.5 
ﾕ10.5 

５７，４]5,460.0 
74,062,398.0 
65,245,041.0 

76,248,439.0 
40,420,143.0 
124,533,256.0 
79,057,790.0 
40,702,358.0 
2,8()2,430.0 

1092 

109.5 
ﾕ08.5 
108.5 
1081 
107.1 

105.4 
1《)5.6
二07.4

9,035,54《）
12,608,602 
】〔),280,959
ユ,691,561
6,818,857 

20,125,'744 
12,53二,２１０
７，=88,642 

437,570 

53,245,704.0 :08.0 560,547.3]５．０ 二07.7 90.7:8.685 



開
催
月
Ⅱ
十
「
Ｈ
十
八
日

開
催
場
所
農
協
巾
会
議
室

〈
議
案
〉

｜
、
貸
付
金
利
率
の
改
定
に
つ
い
て
。

｜
、
ク
ミ
カ
ン
制
度
移
行
に
係
る
規
程

な
ど
の
改
定
に
つ
い
て
。

一
一
、
各
制
度
盗
企
の
俳
人
に
つ
い
て
。

川
、
土
産
盗
材
（
農
薬
・
早
取
肥
料
）

の
対
策
費
支
出
に
つ
い
て
。

全
議
案
原
案
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

「
平
成
四
年
度
組
勘
中
間
協
議
後
の

状
況
に
つ
い
て
。

二
、
総
餌
舎
及
び
パ
ド
ッ
ク
整
備
事
業

に
つ
い
て
。

’
一
「
社
団
法
人
北
海
道
国
際
農
業
交
流

協
会
賛
助
会
員
の
加
入
に
つ
い
て
。

〈
報
告
事
項
〉

一
、
生
乳
の
生
産
状
況
に
つ
い
て
。

二
、
澱
粉
工
場
操
業
結
果
と
加
工
馬
鈴

し
ょ
の
受
け
入
れ
実
績
に
つ
い
て
。

三
、
平
成
四
年
度
産
ビ
ー
ト
パ
ル
プ
の

轌
塵
瞳の
耀
鰻

第
十
三
回
理
事
会

開
催
月
日
平
成
ｎ
年
．
Ⅲ
１
人
Ｒ

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室

〈
護
案
〉

｜
、
平
成
四
年
度
公
仕
営
畜
産
唯
地
建

設
事
業
の
変
更
に
つ
い
て
。

一
・
、
平
成
川
年
皮
公
仕
営
畜
産
飛
地
建

設
蛎
業
唯
盤
整
備
資
金
の
借
入
に
つ

い
ア
、

…
、
肉
用
牛
振
興
施
設
事
業
の
変
更
に

つ
い
一
ｋ
．

川
、
内
用
牛
振
興
施
設
事
薑
業
に
伴
う
、

農
林
漁
業
資
金
共
同
利
用
施
設
査
企

の
借
入
に
つ
い
て
。

五
、
な
か
し
く
つ
フ
ー
ズ
㈱
に
係
る
支

援
措
置
に
つ
い
て
。

全
議
案
原
案
辿
り
決
定
し
ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

『
平
成
川
年
度
生
乳
計
画
生
産
に
つ

い
て
。

二
、
汚
染
原
料
乳
の
損
害
賠
償
青
圧
保

険
の
継
続
に
つ
い
て
’

’
一
｜
、
組
勘
の
精
算
に
つ
い
て
。

調
達
状
況
に
つ
い
て

四
、
年
木
年
始
の
行
砺
日
程
に
つ
い
て
。

第
十
四
回
理
事
会

鎮廷

が⑤圧

た
だ
き
、
議
長
に
束
俵
橋
の
西
崎
敬

造
氏
を
選
出
し
、
提
出
議
案
の
審
議

が
行
な
わ
れ
、
原
案
迫
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
唾
の
新
事
業
と
し
て
、
個
人

堆
積
場
（
ビ
ー
ト
士
場
）
の
終
傭
に
対

す
る
一
部
助
成
、
会
員
全
戸
を
対
象

に
ｋ
蕊
診
断
の
実
施
な
ど
ビ
ー
ト
耕

作
者
が
減
少
す
る
な
か
、
一
層
の
生

産
向
上
を
目
指
し
総
会
が
終
了
し
ま

し
た
：

ﾌZ-，７ 



私
達
の
暮
ら
し
の
中
で
ゴ
ミ
は
い
た

る
と
こ
ろ
に
存
在
し
ま
す
。
近
年
、
生

活
水
準
が
著
し
く
向
上
し
た
こ
と
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ゴ
ミ
が
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
そ
の
景

も
急
増
し
ま
し
た
。

ゴ
ミ
を
効
率
的
に
、
そ
し
て
環
境
保

全
に
十
分
配
慮
し
て
処
理
す
る
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

〈
ゴ
ミ
処
理
の
エ
夫
〉

ゴ
ミ
も
無
計
画
に
処
理
す
る
と
、
汚

れ
も
ひ
ど
く
な
り
ま
す
。
燃
え
る
ゴ
ミ

燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
ゴ
ミ
別
に
し
っ
か
り

と
整
理
す
る
場
所
を
決
め
て
お
く
一
一
と

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
燃
え
る
ゴ
ミ
は
、
プ
ロ
”
ク

で
組
み
立
て
る
焼
却
炉
な
ど
を
備
え
付

け
て
焼
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
空
地

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
量

一
人
一
日
平
均
〈
車
業
系
も
含
む
）

賓
料
提
供
恥
厚
生
省

〔ｇ】

』型■■
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「
北根室地区農業改良普及所

B３Ｈ１（年】Ｓ6０６１ 肥
で
燃
や
す
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
．

台
所
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
の
処
理
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
ま
ま
屋
敷
の
片

隅
や
堆
肥
場
に
捨
て
て
は
不
衛
生
で
す
．

コ
ン
ポ
ス
ト
や
ふ
た
付
き
の
ポ
リ
パ
ヶ

ッ
を
利
用
し
て
処
理
す
る
か
、
浅
い
穴

を
掘
っ
て
ゴ
ミ
を
土
の
中
に
埋
め
、
そ

０１日のごみを、仮に２ｔ積みの収集車●ごみの比重を０３と仮定すると、１年間｜
で運搬すると､63.500台分にもなる。のごみの容積は、東京ドーム（地上部｜

容積は1.24qOOOn1P)の約125杯分になる。’
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の
ま
ま
堆
肥
と
し
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
．

ま
た
、
作
業
場
の
ゴ
ミ
の
処
理
は
ど

う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
使
用
済

パ
ッ
ク
サ
イ
レ
ー
ジ
の
ビ
ニ
ー
ル
、
肥

料
、
飼
料
の
空
袋
が
散
乱
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
再
利
用
す
る
物
、
廃
棄
処
分
に

す
る
物
、
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う

物
に
分
け
所
定
の
場
所
に
片
づ
け
、
適

切
な
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

〈
ゴ
ミ
を
出
た
な
い
エ
夫
を
〃
〉

樫
た
ち
の
暮
ら
し
を
見
て
も
使
い
捨

て
の
道
具
が
、
ど
ん
な
に
多
い
二
と
で

し
ょ
う
。
便
利
さ
と
引
き
か
え
に
大
最

の
ゴ
ミ
を
発
生
し
て
い
る
の
で
す
。
ゴ

ミ
を
出
す
こ
と
は
そ
れ
だ
け
資
源
を
無

駄
つ
か
い
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
環
境
破
壊
を
防

ぐ
と
同
時
に
資
源
の
節
約
に
も
な
る
の

で
す
。
ゴ
ミ
処
理
の
工
夫
は
も
ち
ろ
ん
、

ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
工
夫
も
大
切
な
こ
と

で
す
。●
ゴ
ミ
に
な
る
も
の
は
持
ち
こ
ま
な

い
、買
い
物
に
行
く
と
き
は
袋
を
持
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
ス
ー
パ
ー
で
く
れ
る

ポ
リ
袋
に
詰
め
る
く
せ
が
い
つ
の
間
に

か
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
買
い
物

’〃



「
、 袋

を
ま
た
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
．

（
》プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
は
焼
却
も
で
き
ず
、

埋
め
立
て
て
も
腐
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
の

中
の
も
て
あ
ま
し
も
の
で
す
。
ガ
ラ
ス

版
、
缶
入
り
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
ｕ
せ
妻

す
。
過
剰
包
装
も
は
っ
き
り
と
断
わ
り

士
争
ｌ
」
Ｌ
よ
、
『
ノ
０

３ケ月予報

鱒鯵鰯②

北
海
道
地
方
長
期
予
報

日
本
気
象
協
会
北
海
道
支
部 亀気

象
概
況
二
川
は
寒
さ
が
長
続
き
せ

ず
、
三
Ｈ
は
寒
さ
が
残
る
見
込
み
で
す
。

こ
の
期
間
の
降
雪
量
は
平
年
並
み
で
し

ょ
う
。

｜
｜
月
中
旬
を
中
、
心
に
冬
型
の
気
圧
配

置
と
な
っ
て
寒
さ
の
厳
し
い
日
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
他
は
寒
さ
の
緩
む
ｕ
か

多
い
で
し
ょ
う
。
降
雪
量
は
平
年
並
み

の
見
込
み
で
す
。

三
月
時
々
冬
型
の
気
圧
配
證
と
な
っ

て
寒
い
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。
日
本
海

ま
た
、
食
品
な
ど
計
画
的
に
買
う
こ

と
も
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
工
・
天
で
す
。

●
持
ち
物
は
大
切
に

家
具
や
大
型
電
家
製
品
は
、
修
理
可

能
な
間
は
で
き
る
だ
け
買
い
替
え
を
せ

ず
、
長
持
ち
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
購

入
時
は
よ
く
考
え
、
長
く
使
え
る
も
の

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
、
使
い
捨
て
の
道
旦
（
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
冷
蔵
庫
仁
も
の
を
し
ま
う

た
び
に
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
や
ラ
ッ
プ
で
包

む
⑪
を
控
え
、
タ
ツ
幅
ｌ
な
ど
の
容
器

を
使
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
紙
コ
ソ
プ
、
紙
Ⅲ
な
ど
も
便

～ 

側
で
は
雪
の
日
が
多
い
で
す
が
、
太
平

洋
側
で
は
晴
れ
の
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。

側
で
す
が
ゴ
ミ
の
も
と
で
す
。

●
ゴ
ミ
を
鋳
て
る
前
に

ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
前
に
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
回
せ
る
も
の
か
・
な
い
か
ち
ょ
っ
と

気
を
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

空
き
瓶
の
う
ち
、
ビ
ー
ル
瓶
、
｜
・

八
リ
ッ
ト
ル
瓶
、
コ
ー
ラ
の
順
な
ど
は

そ
の
ま
ま
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
瓶
で
す
。

別
に
し
ま
し
ょ
う
。

新
聞
紙
、
ダ
ン
ポ
ー
ル
、
占
雑
誌
は

分
類
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
し
ま
し
ょ

ニ
フ

ゴ
ミ
の
減
昌
一
旱
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

見
直
す
よ
い
機
会
で
す
。９
足
Ⅳ
】
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四
月
低
気
圧
と
高
気
圧
か
交
兀
仁
涌

り
、
天
気
は
周
期
的
に
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

０
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冬は外で遊ばなくちゃ当幌冬
」扉急

好天に恵まれた青空のもと、当幌冬ま

つりが１月１２日、吉田牧場特設会場で開

催されました。

このまつりは、当幌父母の会、青年部

とで企画､今年で５回目を迎える｡会場に

は約50人の家族が集まり､焼肉､焼ソバ、

暖かい甘酒に舌鼓み｡その後､ソリ滑り、

スノーモビル、雪中ドッチボールと大人

も子供も楽しい１日を過ごしました。 ﾐﾌﾞﾆ凸左い

工中、

i11iiiii1:念lkl，
青年部調査委員会では、経営規模拡大にともないフ

リーストール牛舎、パーラー施設が増える中、今後利

用しやすい施設建設にあたり、現状施設の調査を実施

しました。今回は町内７戸の施設を調査しビデオに収

録。今後は標津町の施設も調査し長所、短所をまとめ

報告する予定です。

周
！
］

星必



自分の作品に

皆満足ＪA婦人部和紙ｴ芸教室
当日は悪天候のため札幌からの飛行

機が欠航となり、急拠ホクレンの飯島

さんに講師をお願いし、和紙エ芸教室

が行なわれました。この日作った作品

は薬入れと口紅ホルダー、キーホルダ

ーの３作品。入れ物のブタに和紙をは

D、ニスを塗るだけでとても

簡単。受講者は「とても楽し

い」と、出来上がった自分の

作品に満足し、作品を持ち帰

りました。

２月の中旬頃、改めて札幌

から講師を招き２回目を開催

する予定ですので、是非皆さ

んご参加下さい。

アー宅

良い作品を作ろうと作業をする手に禍力が入嘉

二
－ 

し
斑

凸■

Ｐ￣￣ 
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良き思い出を回想一一

、

に 70年ぶりのく ＞ 

~＝三一;F､＝又

武廠佐尋常小学校を卒業した同級生５人が１H28a

70f1=ぶりのクラス会を中標津保養所温泉で開催しまし

た。

５人はそｵLぞれ明治43Ｆ「生まれで今年83歳。当時卒

業した同級生は40人ほどいたそうですが、戦争や病気

で他界した人も多く、今健在なのは約12人との事です。

集まった５人は、卒業記念の写真などを持ち寄り学

校時代の思い出話しや、その頃の暮らしなど、７０年の

年輪を懐かしく振り返'〕、夜遅くまで語')会っていま

Ｌたへ

７日一般業務仕事始め

７日青色巾告会

ｌ２Ｒ第６回営農委員会

]２日乳牛改良同志会第７回役員会

１３日酪農委員会

１８日第l4L1理事会

20日役員協議会

22日酪農実習生受入協議会総会

25日てん菜振興会定期総会

25日-29Ｒ定例自治監査

26ｐ第７回営農委員会

27日馬鈴は振興会総会

28Ⅱ管理購買委員会

29u農協酷対役員会

29Ｒ婦人部和紙工芸教室

195口、
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二
月
と
い
え
ば
冬
の
間
で
も
一
番
寒
さ

が
厳
し
い
時
期
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
例
年
に
比
べ
暖
か
く
感
じ
ま
す
。

｜
月
に
は
雪
ど
こ
ろ
か
雨
が
降
る
ん
で
す

か
ら
、
何
と
も
お
か
し
な
も
の
。

町
内
の
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
も
雨
で
使
用

不
能
状
態
で
、
再
生
す
る
の
に
ひ
と
苦
労

の
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
各
地
区
で
冬
の
祭
典
が
始

ま
り
ま
す
が
、
暖
冬
と
雪
不
足
の
影
響
が

心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
一
月
十
五
日
の
釧
路
沖
地
震

に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
最
初
は
カ
タ

カ
タ
と
小
菩
な
揺
れ
で
、
い
つ
も
の
ご
と

く
、
そ
の
う
ち
終
わ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た

途
端
グ
ラ
グ
ラ
と
大
き
な
揺
れ
が
続
き
、

一
時
は
ど
う
な
る
事
か
と
…
。

こ
の
地
震
で
組
合
員
智
様
の
お
宅
で
も

家
財
、
住
宅
、
牛
舎
な
ど
に
か
な
り
の
被

害
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
謹

ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

天
災
と
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
と

言
い
ま
す
が
、
今
回
の
教
訓
を
忘
れ
る
享

な
く
、
も
し
も
の
時
の
対
策
を
普
段
の
生

活
の
中
か
ら
で
も
考
え
て
行
き
た
い
も
の

で
す
。

編

集

後
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